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【巻頭言】
　　東洋大学社会福祉学会
平成2］年度会長小林　良二
　東洋大学社会福祉学会は、大学院社会学研究科および福祉社会デザイン研究科
の社会福祉学専攻・福祉社会システム専攻の卒業生と在学生、現在および先輩の
教員、関係者によって構成され、学内外における研究・教育・実践を密接に連動
させ、会員相互の情報交換と知的交流を可能にするとともに、会員の研究成果を
広く世に問うてゆくことを目的としている，
　2005（平成17）年度になって40年ぶりに本学会活動が再開され、これまで4回の大
会を開催し、昨年からは当『東洋大学社会福祉研究』が創刊されたことは、本学
のみならず、社会的にも重要な意義を持ったといえるであろうzその意味でも、
昨年に引き続き、ここに第2巻を発行できることを大いに喜ぶとともに、本巻の刊
行に多大の労苦を払っていただいた関係者の方々に対して深甚の敬意を表したい。
　また、会員諸氏の多くは、日常の多忙な業務を持ちながらも本会に参加してく
ださり、物質的にも精神的にも多くのご支援をいただいていることに対しても、
心から御礼申し上げたい，
　昨今の本学大学院の状況を見ると、学部からの進学者よりも、実務に携わりな
がら大学院に進学される方々が増えており、大学としてもこうした状況を踏まえ
てどのような研究・教育のシステムを構築していったらよいかについて、本格的
な検討をしなければならない時期に来ている。また、本年3月に退職された天野先
生を皮切りとして、近い将来教員スタッフの世代交代が予定されており、この点
からみても、本学会を通して、関係各位からのさまざまなご意見をいただきながら、
将来の構想を練り上げてゆく必要がある。
　このような状況下で、毎年、大会の開催をお願いさせていただくごとに、卒業生・
在校生・先輩の教員の方々から、さまざまなご支援を快くいただけることは、東
洋大学における社会福祉学の研究と教育の伝統の力であり、今後とも、こうした
伝統を新しい時代により積極的に伝えてゆく必要がある．
　なお本巻に対しては3本の投稿論文があり、それぞれについて厳正な審査をお願
いした結果、3本とも採用させていただくことになった一今後とも、会員諸氏のよ
り積極的な投稿を期待し、洛陽の紙価を高めてゆくことを切に希望したい。
　最後に、会員諸氏のより一層のご支援・ご指導を改めてお願いする次第である，
平成2ユ年7月12日
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【2007（平成19）年度】
8月5日　第3回大会開催
プログラムは、下記の通りであった．
10：00～12：00
（以下6名の大学院生の報告が行われた。）
永野文子・岡多枝子・野口友紀子・和秀俊・後藤広史・
井上修一
］3：00～13：30　総会
13：30～15：00　基調講演
「福祉臨床の評価研究一量的研究・質的研究の多面性一」
野村豊子（本学ライフデザイン学部・教授）
15：10～］7：00　シンポジウム
「ソーシャルワークの実践と評価一その方法と課題一」
佐藤豊道（本学社会学部・教授）
「クリティカル・シンキング、エビデンス・ベースド・
プラクティス（EBP）、ポスト・モダン・ソーシャルワー
クの方法と課題」
才村純（日本子ども家庭総合研究所・ソーシャルワー
ク研究担当部長）
「児童虐待に対するソーシャルワーク実践と課題」
野村豊子（本学ライフデザイン学部・教授）
「回想法の実践・評価・倫理」
コーディネーター：野村豊子・佐藤豊道
●審議事項
1．2007年度の事業計画案と予算案が審議され、承認さ
れた、
2．運営組織が大学院生〔大学院博士後期課程・前期課
程〕であることの確認がなされた。
　また、社会福祉学専攻在籍者［．　90名｝、福祉社会シス
テム専攻在籍者（58名）であるにもかかわらず、院生会
員が僅かに20名である現状の改善が必要であることが確
認された．
●報告事項
1．会員数について
会員数　130名（卒業生会員：85名、院生会員：29名、教
員会員：16名）〔2007年8月5日　現在〕
2．2006年度の事業報告・決算報告がなされた，
3，学会ニュース発行〔No．3　2007年7月10日1
【2008（平成20）年度】
8月3日　第4回大会開催
プログラムは、下記の通りであった一
10：00～］2：00
（以下3名の大学院生の報告が行われた．）
柳愛貞・岡多枝子’中村英三
13：00～13：30　総会
13：30～］5：00　基調講i演
「地域と共同、保健・医療と福祉」
園田恭一（新潟医療福祉大学大学院特任教授・東京大学
名誉教授）
15：10～17：00　シンポジウム
「ソーシャル・インクルージョンの社会福祉」
西村昌記凍海大学・准教授）
「『ソーシャル・インクルージョンの社会福祉』という視角」
熊田博喜（武蔵野大学・准教授）
「ソーシャル・インクルージョンと地域社会」
川原恵子（本学社会学部・専任講師）
「包摂されるのは誰か？～排除される人々の諸相～」
コーディネーター：秋元美世凍洋大学社会学部・教授）
●審議事項
1．2008年度の事業計画案と予算案が審議され、承認さ
れた。
2．役員の改選について
〔会則：第10条〕に基づいて役員改選を行った．
事務局長　金子光一（本学社会学部・教痴　⇒　留任
会計監事　古賀文朗｛昭和44年・学部卒）⇒　熊田博喜
〔平成16年／博士課程満期退学）
●報告事項
1．会員数について
会員数　168名（卒業生会員：106名、院生会員：46名、教
員会員：16名）〔2008年8月1日　現在〕
2．2007年度の事業報告・決算報告がなされた。
3．機関誌’東洋大学社会福祉研究』No．12008年7月31
日発刊された．
4．「東洋大学社会福祉研究』投稿規程、執筆要領｛2008
年6月30日制定1が制定された⊂
5，学会ニュース発行（No、42008年6月23日、　No．5
2008年7月28日、No．6　2009年2月24日）
　　　　　　　　　　　　　　　（事務局長　金子光一）
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東洋大学社会福祉学会．／会　則
　　　　　　　　第1章　総　則
（名称）
第1条　本会は東洋大学社会福祉学会と称する。
（事務局）
第2条　本会の事務局は、東洋大学白山キャンパスに置
く、（東京都文京区白山5－28－20’〉
　　　　　　　　第2章　目　的
（目的）
第3条　本会は、社会福祉に関する学術研究と実践活動
の成果の発表、及び会員相互の交流を目的とする。
（事業）
第4条　本会は、その目的を達成するために次の事業を
行う一
1．機関誌・通信の発行
2．年次学術研究大会、研究会、講演会などの開催
3，その他、理事会が適当と認めた事業
　　　　　　　　　第3章　会　員
（会員）
第5条本会は、次の会員をもって組織する、
1．通常会員
　　東洋大学教員、東洋大学に勤務された教員（専任・
　　非常勤〕
　　東洋大学の在籍生、卒業生
　　東洋大学大学院の在籍生、修了生
　　本会の目的に賛同する者
（入退会の手続き）
第6条　入会を希望する者は、所定の会費を添え、申込
書を本会事務局に提出する、また、退会を希望する者は、
本会事務局に通告して退会するものとする。
（会費）
第7条　会員は年会費C5．OOO円、学部在学生は2，500円）
を納めなければならない．
年会費の額は総会で決定する，既納の会費は返済しない、
（会員の権利）
第8条会費を納入した会員は、以下の権利を有する・
1．通信物等の受理
2，機関誌の受理（無料）
3．機関誌への投稿
4．研究会・講演会など各種の会合への参加
5．前項4．における研究成果等の発表
二，会費を3年以上滞納した者は、理事会の議を経て、
その者の会員の権利を剥奪することができる
（役員の選出）
第10条
］．会長：理事の中から互選する＝
2，事務局長：顧問及び会長が、会務の執行にかかわる
事務責任者として事務局長を選出し、総会の議を経て委
嘱する、
3，理事：総会において会員の中から互選する，
・研究大会担当・機関誌担当・財務担当・同窓会担当
なお、必要に応じてその他の理事を、総会において互選
することができる。
4，顧問：本会発展に貢献のあった者の中から、理事会
の議を経て選出する、
5．会計監事：総会において会員の中から互選する，
（役員の任期）
第11条役員の任期は2年とする。
但し、再任を妨げない、補欠の役員の任期は、前任者の
残任期間とするrt
（理事会）
第12条理事会は、会長、事務局長、理事によって組織
される。
二．理事会は、理事の過半数の出席をもって成立し、議
事は出席理事の過半数をもって決する、
（総会）
第13条　会長は、毎年1回会員の通常総会を招集しなけ
ればならない、会長が必要と認めるとき又は会員の3分
の1以上の請求があるときは、臨時総会を開く、なお、
総会の議事は、出席会員の過半数をもって決する，
　　　　　　　　　第5章　会　計
（経費）
第14条　本会の経費は、会費、寄付金その他の収入を
もってあてる。
（予算及び決算）
第15条　本会の予算及び決算は、理事会の議決を経て、
総会の承認を得てこれを決定する、
（会計年度）
第16条　本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、3月
3］日に終わるものとする。
　　　　　　第6章　規約の変更及び解散
（会則の改正）
第17条　本会会則を変更し、又は本会を解散するには、
会員の3分の1以上又は理事の過半数の提案により、総会
出席会員の3分の2以上の同意を得なくてはならない。
付　則
1．本会会則は、2005年11月27日から施行する。
　　　　　　　　第4章　機　関
（役員）
第9条会の事業を遂行するために次の役員を置く、
L　会長1名、事務局長1名、理事若干名、顧問若干名
2．会計監事2名
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「東洋大学社会福祉研究」投稿規程 「東洋大学社会福祉研究」執筆要領
C2008年6月30日制定） 「2008年6月30日制定1
1．投稿資格
　投稿者は、原則として東洋大学社会福祉学会会員とす
る、ただし、以下の場合には、編集委員会の判断によっ
て投稿を受理できる。
1）編集委員会において特別に依頼する場合、
2．原稿の種類
1〕原稿の種類は、論文、研究ノート、翻訳、資料とする。
2）論文は、他に未発表のものに限る．投稿論文と内容
が重複・類似した既存発表論文または他誌に投稿中の論
文がある場合は、投稿者は、必ず当該論文のコピーを添
付することとする。編集委員会で受理の諾否を決定する。
3）翻訳・目録・資料で単独の原稿をなすものには、解
題・解説を付けることが必要である。
3，原稿の枚数
1）原稿は、原則として、400字詰め原稿用紙換算30枚
q2000字、図表を含む）以内とする．
4，原稿の採否
1）原稿の採否、ならびに論文の修正の指示は、選定さ
れたレフェリーの査読結果に基づき、編集委員会が決定
するc
5．投稿形式
1）投稿は、電子媒体（フロッピー・ディスク等）で行い、
プリントアウトしたハードコピーを添付する．
6，要旨・キーワード
D原則として、400字程度の要旨と、5個以内のキーワー
ドをつける．
7．執筆要領・執筆要領
1）紀要編集委員会においてその内容を検討し決定する、
8．自由投稿論文の原稿は、掲載の可否にかかわらず返
却しない。
1．要旨
口要旨は、できあがり1頁以内とする，
215以内のキーワードをつける，
2．ワープロ入力上の注意
1）原稿は、ワープロ作成によるものを原則として（A4
版、横書き）］ページ全角40字×40行で印字する（空白
部分は、上記分量に含まない）。ただし、英数字は原則
として半角とする。
2）拡大文字・特殊文字・文字飾り・罫線・制御記号なども、
プリントアウトした原稿で指示するu
3）改行以外の個所は、続けて入力すること，
3．図表
1）図表は本文中に入力せず、本文の後ろに入力するか、
あるいは別のファイルに保存する。図表の挿入位置はプ
リントアウトした原稿に指示する。
2）図表は、A4版で、例えば、1／4ページの場合、400字、
1／2ページの場合、800字として換算する。
3）図表には、通し番号咽表］、図表2）でタイトルを
つけるcその場合、1図表ごとに別紙（別ファイル）に
作成し、本文中に挿入箇所を指定する。図表が、出版物
からの引用の場合は、出典を明記し、必要に応じて、著
作権者の許可を得なくてはならない、
4．注
D本文中の該当箇所に、右肩上付きで、D、2｝、3）、
と順に示し、注自体は本文の後に一括して記載する。
5．参考文献
D注の後に一括して記載する（著者名のアルファベッ
ト順）。文献挙示の方法については、「社会福祉学」投稿
規程に準ずるものとする。
6．校正
1）著者構成は初稿のみとし、誤字、誤植、脱字の訂正
以外は、原則として認めない，
◆編集後記◆
　発行が予定の期日よりも少し遅れましたが、ここに第2号をお届けできることを喜んでおります，
　第2号では、第3回大会及び第4回大会の基調講演・シンポジeムを掲載する予定となっておりましたが、第3回大
会については記録データに不備があり、シンポジウムの内容について他大会と同様の掲載が出来ませんでした。第3回
のシンポジウムの内容については、今後シンポジストの先生方とも御相談の上、検討していきたいと思います一関係の
先生方にはご迷惑をおかけし、大変申し訳ありません一
　また、本誌より投稿論文の掲載が始まりました．お忙しい中、査読にご協力頂いた会員の方々にこの場を借りて御礼
を申し上げます，次号にも、多くの会員の方々からの投稿をお待ちしております。
「東洋大学社会福祉研究」編集委員会
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